
 
 

分子病態研究室 室長 松原 広己（循環器内科 副院長）

● 活動目的

1. 臨床研究のサポート（臨床研究支援部門）

2. 難治性循環器疾患の病態解明と新たな治療法開発（基礎研究部門）

● 活動状況

1. 臨床研究支援部門

1） 支援体制： 臨床研究看護師 1 名

2） 支援内容： 肺高血圧症に関する臨床研究支援．

2. 基礎研究部門

肺高血圧症の病態解明と新規治療法の開発．

1） 体制

a） 構成員：医師 1 名，客員研究員 3 名，技術補佐員 1 名

b） 共同研究機関：京都大学ゲノム医学センター，岡山大学大学院医歯薬学総合研究科薬

理学分野

2） 研究内容と成果

a） 臨床研究部門 2023 年度中は，バルーン肺動脈形成術後のリオシグアト中止の可否に

関する新規のランダム化比較試験を当院が中心となって実施中（NCT04600492）．また，

過去 10 年以上，共同研究機関である京都大学ゲノム医学センターと実施してきた，肺高

血圧症の遺伝子解析研究を発展させ，新たに多施設の参加も得て新規のレジストリ研究

として難病プラットフォームに合流させ，2023 年 7 月より新規の登録を開始したこれまでに

先行研究からの移行分を含め 300 例以上の登録を行った．加えて，肺高血圧症に関する

国内外の他施設主導の 3 つのレジストリ研究にも参加中である．

b） 基礎研究部門 肺高血圧症は，肺動脈壁の平滑筋細胞が異常に増殖することにより肺

動脈の中膜が肥厚して動脈が狭窄することが原因で，最終的に心不全に至る稀な疾患で

ある．肺高血圧症は経験豊富な専門医でなければ診断に難渋することが多く，特異的な

バイオマーカーの発見が望まれている．近年、アクチビン受容体のリガンド阻害薬が肺動

脈性肺高血圧症の治療に有望であることが報告され，また，治療開始前のアクチビンＡ血

中濃度が予後と関連する可能性も示されてきた．当研究室では，これまでに 名以上

の肺高血圧症患者から血清を採取・保管してあるため，これを用いてアクチビン受容体の

各種リガンドの計測を行ったが，治療前後の変化などから特異的なバイオマーカーの候

補となるものの発見には至らなかった．そこで，アクチビンの血管平滑筋への作用を仲介

する物質をターゲットとして再検討を行っている．
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学会発表
1）  慢性血栓塞栓性肺高血圧に対するバルーン肺動脈形成術後の病変部自然拡張の機序

木山 和子
第 77 回 国立病院総合医学会 2023 年 10 月 21 日
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